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平成２７年第４回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 
発言 
順位 

議席 
番号 氏  名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

１ ７ 宮 杉 勝 男 １ 幸手市内治水対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育環境の整備について 

（１）抜本的な見直しを図るうえでの専門家による調査の進捗状況を伺う。 

 

（２）市長公約である調整池の具体的な考え方を市長に伺う。 

 

（３）幸手桜高校のグランドの掘下げについて県の回答を伺う。 

 

（４）台風１８号の被害状況・発生原因・今後の対策について伺う。 

 

（５）幸手市からの雨水を中川に排水するための権利関係を伺う。 

 

（６）常総市の様な状況になった場合に対しての備えは、幸手市では  

どのような事を行っているか伺う。 

 

（１）エアコンを幸手市内全部の小中学校に設置をすると市長が述べて

いたが、着手時期と終了時期をいつごろと考えているのか、また総

予算はどの位を見込んでいるのか市長に伺う。 

 

（２）（１）についての方法等も含め詳細を伺う。 

 

２ １２ 青  木   章 １ さってアフタースクールにつ

いて 

 

 

 

（１）事業実施後の現状について  

 

（２）問題点について 

  

（３）今後の対応について 
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２ 台風１８号による幸手市の被

害について 

 

 

 

 

 

 

３ 就労対策等について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 部活動の対応と教員の負担軽

減について 

（１）被害状況について  

 

（２）幸手市の対応（対策本部を中心に時間をおって説明） 

    

 ※ 上記２項目は書面を提出説明願います。 

  

（３）今後の対策について 

 

（１）幸手市の就労人口について  

 

（２）就労支援策について 

  

（３）企業の求人に対する援助について 

 

（４）ハローワークの市役所内設置について 

 

（１）部活動の加入状況について  

 

（２）近年の活動成績について 

  

（３）部活の強化策について 

 

（４）部活による学区変更について 

 

（５）外部コーチの活用について 

 

（６）教員の部活への対応（関わり方）状況とその軽減策について 
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３ ５ 本 田 謡 子 １ これからの災害および防災対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＡＥＤのコンビニ設置につい

て 

 

３ 子育てワンストップサービス

について 

 

４ これからの公民館について 

 

 

（１）緊急時における防災無線の活用について伺う。 

 

（２）緊急時における区長への連絡体制について伺う。 

  

（３）緊急時における防災メールの活用について伺う。 

  

（４）市ホームページの冠水情報について伺う。   

 

（５）避難所の選定について伺う。 

 

（６）自主防災組織との連携について伺う。 

 

（７）災害ボランティアとの連携について伺う。 

 

（１）進捗状況を伺う。 

 

 

（１）子育てワンストップサービスの詳細を伺う。 

 

 

（１）市民センターの内容について伺う。 

 

（２）地域コミュニティの拠点、社会教育の場としての活用などについ

て伺う。 
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４ ３ 小 林 啓 子 １ 男女共同参画の推進について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 認知症高齢者等の行方不明防

止の支援について 
 

 

 

 

 

 

 

（１）本年８月２８日に女性の登用を促すための「女性活躍推進法」が

成立した。これを踏まえて、明年３月までに幸手市としても目標を

定めた行動計画を策定することになっているが現在の進捗状況を伺

う。 

 

（２）幸手市においては、平成３３年度までに幸手市審議会等の女性の

登用率を３５％にするとの目標を設定しているが、現在の進捗状況

を伺う。 

 

（３）市長公約の女性農業者の育成に対し、農業振興協議会委員の女性

登用に対しては今後市長はどのように対応されていくのか伺う。 

 

（４）幸手市としての、男女共同参画推進の啓発事業について伺う。 

 

（５）今後の取り組みについて伺う。 

 

（６）各自治体においては、男女共同参画推進条例を制定しているが、

幸手市としても今後検討すべきと考えるが市長に伺う。 

 

（１）高齢化社会が進み、認知症の徘徊者が年々増加している。徘徊の

恐れのある市民に対して、市名及び登録番号のついた反射材シール

を普段履いている靴のかかと等に貼ることで、早期発見につなげる

取り組みをしてはいかがか伺う。 

 

（２）幸手市の「認知症サポーター」の人数を伺う。 

 

（３）「認知症サポーター」を中心に認知症徘徊者への声かけなどを想定 

した模擬訓練を行ってはいかがか伺う。  
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３ 公民館事業について （１）幸手市の公民館事業として、児童、生徒の関わる活動にはどのよ

うな事業があるのか人数も合わせて伺う。 

 

（２）市長の公民館充実強化とはどのようなことか市長に伺う。 

 

（３）「地区の子どもは地区で育てる」をモットーに学校では体験出来な

い幸手市独自の事業をしてはいかがか伺う。 
 

５ ９ 小 林 順 一 １ 幸手市全小中学校のトイレの

設置状況について 
 
 

 

 

 

 

２ 市長の小中学校の普通教室へ

エアコン設置の公約について 
 
 
 

 

 

 

（１）現在の洋式・和式の設置比率を伺う。 

 

（２）和式のトイレを設置している理由を伺う。 

 

（３）保護者・児童、生徒などから意見等検討されたのか伺う。 

 

（４）全小中学校のトイレをすべて洋式トイレにと考えるが所見を伺う。 

 

（１）市長が小中学校の普通教室にエアコン設置を選挙公約にされた思

いを伺う。 

 

（２）選挙公約にされたことは市長の任期中に実施の考えなのか伺う。 

 

（３）市民の皆様と約束をされたと考えるが設置時期に関して市長の所

見を伺う。 

６ ２ 大 山 重 隆 １ 市長が提言している“元気で

100 歳”の高齢者福祉介護事業

について 

（１）“元気で 100 歳”高齢者福祉介護事業は、何を重点課題とし、い

つまでに何を行うのか。その方針・施策を市長に伺う。 
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（２）前回の議会で指摘した介護予防の最重点である ア)認知症予防 

イ)転倒・骨折・骨粗鬆症予防 への取り組みは、どんな新しい施

策が始まっており、また計画されているのか伺う。 

 

（３）「地域包括ケアシステム」の構築は、早急に取り組まねばならぬ

課題である。前回で医療と介護の連携の重要性を指摘したが、現時

点で、幸手市が最も遅れているのは、福祉と介護の協同支援による

地域コミュニティづくり（地域の支える力：互助力の強化）であ

る。その施策と方針を伺う。 

  （久喜市、五霞町と比較し） 

 

（４）現在、民間委託の東・西包括支援センターの選考が行われている

が、その選考方針と、なぜすべての包括支援センターを民間委託

（社会福祉法人）にしなければならないのかを伺う。 

  （久喜市、杉戸町、五霞町と比較し） 

 

７ １１ 藤  沼   貢 １ 指定管理者業務について（都

市公園等） 

（１）この業務の９月定例議会後の市の取組について伺う。 

 

（２）この間、契約の相手方とどのような協議及び指導を行ったか伺

う。 

８ １ 巻 島 幸 男 １ 県道惣新田幸手線の歩道整備

と安全確保について 

 

 

 

 

 

 圏央道も開通し､交通量が増加する県道惣新田幸手線。今後の産業団

地開発を考えた時､益々交通量は増加するでしょう。しかし圏央道に通

じる東地区の生活道路、また小学校の通学路であるにもかかわらず､歩

道は片側のみ、ガードレールの整備も完全とは言えない。 
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２ 水路の管理、メンテナンスに

ついて 

 

 

 

 

 

 

３ 市内小中学校のいじめの現状

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状況をふまえ、 

 

（１）今後の歩道整備と、ガードレール設置など安全確保の計画につい

て伺う。 

 

（２）また計画が長期を有する場合、臨時対応の有無について伺う。 

 

水路(蓋の設置有無ともに)の管理・メンテナンスについて、 

 

（１）春から初夏にかけて著しく発生する蚊(ユスリカ)の定期的な駆除

対策について伺う。 

 

（２）水路と道路が交差する部分は段差が多く安全ではない。この部分

のバリアフリーの計画について伺う。 

 

 先般文科省よりいじめの件数が約 12 万 2700 件と過去最多で、中学校

では前年度比 2000 件減であるが、しかし小学校の低学年が増加傾向に

あると発表された。 

この状況について、 

 

（１）幸手市の現状について伺う。 

 

（２）今後の事前防止、早期発見の取り組みについて伺う。 

 

（３）学校全体で情報を共有し、問題解決することが周知徹底出来てい

るのか伺う。 
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４ 水害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 幸手市の訴求戦略について 

今年９月甚大な被害をもたらした台風１８号。幸手市も多くの場所で

被害があった。水害対策、治水対策は当然のことながら既存計画がある

が、今回の被害状況をふまえ、計画の見直しや、計画の前倒しが必要で

あり、また発生時の市民への対応 (防災無線や電話対応) も、改善し更

なる向上が必要であると考える。 

そこで、 

 

（１）既存計画の見直しについて伺う。 

 

（２）計画の前倒し早期化について伺う。 

 

（３）発生時の対応の見直しについて伺う。 

 

 ６月の議会で 

・「今後イメージ戦略として統一した基準を設けることにより、複合的

な効果も期待出来ることから、庁内で一定ルールを設けるなどして更な

る事業のＰＲ推進に努めていきたい」という回答、また・「近隣のまち

でのシティ戦略、プロモーション戦略など、計画に沿ったＰＲ戦略を実

施しているまちも見受けられ、幸手市でも必要である」と重ねて前向き

な回答をいただいた。 

そこで、 

 

（１）その後の進捗状況について伺う。 

 

（２）今後どのように進行させていくか、案があるのであれば伺う。 
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９ １５ 大 平 泰 二 １ 台風１８号の水害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成２６年度一般会計決算不

認定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）水害状況の最終報告を求める。 

 

（２）最高水位の測定と水害面積及び稼働させたポンプの台数と排水量

について。 

 

（３）東２丁目を中心とする水害面積（面積に対する降雨量）と遊水地

の機能について。 

 

（４）中川への排水設備の整備に関して。 

 

（５）第一ポンプ場等の整備と倉松川からの逆流問題対策について。 

 

（６）下水管詰りと汚水中継ポンプ場の整備について。 

 

（１）左記の事項に対する市長の見解と、具体的対策について伺う。 

 

（２）市広報の「決算の内容に影響がない」とする記述について。 

指定管理募集要項では「指定管理者による管理運営の水準が､募

集要項、仕様書や協定で定めたものに満たなかった場合には、指定

管理料の減額を行うことがあります」と明記されているが、決算に

影響しないのか。 

 

（３）宇和田公園入口が枯れ草（たい肥）置場になっているが、この間

の市の指導について。 
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３ 駅西口土地区画整理事業費等

試算表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）以前の試算表の総額は利息を含めると 114.28 億円であった。平

成２０年当時の市監査委員の報告では「駅西口地区の開発につい

て､その構想以来相当の年月と予算・人員を投じ推進してきたが、

かつてないほど財政が悪化した現在、開発方法あるいは実施時期等

を見直す必要があるのではないか検討を頂きたい」と指摘してい

る。それが、今回の試算表では 28.82 億円も増え、総額 143.01 億

円にもなっている。このことに対する市長の見解を求める。 

 

（２）今後、予算の変更はあるのか、また今後の市長公約の財源と重点

プロジェクト資金計画との関係も市長に伺う。 

 

（３）平成２７年度区画整理特別会計内訳と試算表の整合性に矛盾はないか。 

 

（４）社会資本総合整備計画の西口停車場線と東西自由通路整備は街路

事業としている。この街路事業に民間施設（駅舎）建設のため国庫

補助金交付要求する算出根拠について。 

 

（５）当初の国庫補助金交付要求額は 6.18 億円としているが、今回

5.7 億円としている、又地方債は当初０円であったものが今回は

4.2 億円と変更していることについて。 

 

（６）この間の自由通路（街路）と駅舎整備（民間施設）の建設費の変

更と仕様変更の推移の説明を求める。 

 

（７）国土交通省に提出した社会資本総合整備計画の記述で、駅舎を

「別事業」とした経緯と、「３文字」の変更に五ヶ月もかかった原

因について伺う｡また変更確認の議事録の有無とその内容について｡ 
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４ 医療問題 

（８）来年度を含む今後の国庫補助金の交付見通し。 

 

（９）西口区画整理地区内の公共下水道の予算変更について。 

 

（１）国保税の引き下げについて市長に伺う。 

 

（２）近隣病院の手術前に支払う「保証金」の実態について。 

 

（３）人間ドック・脳ドック助成で検診結果の写しの提出を求めている

が、個人情報保護に抵触するのではないか。助成であれば領収書の

写しで十分ではないか。 

 

１０ ８ 木 村 治 夫 １ 市民との協働の推進について 

 

 

 

 

 

２ 総合治水対策の推進について 

 

 

 

 

 

３ 農業基盤の整備について 

（１）市民や各種団体、市内で活動するＮＰＯ等、又ボランティア団体

が主体となるまちづくり活動を、積極的に支援する具体的方策について伺う。 

 

（２）都市公園その他、公園緑地等を適正に維持・管理する為に、地域

ボランティア団体等との連携について市長に伺う。 

 

（１）保水・遊水機能の確保、整備について伺う。 

 

（２）排水対策の推進について具体的方策について伺う。 

 

（３）河川の整備について市長に伺う。 

 

（１）農業後継者対策・育成について伺う。 

 

（２）女性農業者の育成について具体的方策について市長に伺う。 
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１１ １０ 中 村 孝 子 １ 今後の市政の取り組みについ

て 

 

 

 

 

２ 駅舎・自由通路整備事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 駅西口地区土地区画整理事業

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市長選の結果を踏まえて市長に伺う。 

 

（１）市長選の結果をどう受け止めているか。 

 

（２）今後４年間、どう市政に取り組むのか。 

 

（１）選挙の結果、財政的に見直しすべきを約半分の方々が支持をし

た。当事業は合わせて２８億４５００万円の計画だが、今後の動向

によっては３０億円にもなりかねず、幸手市の財政全般にとっても

大きなマイナスになりかねない。整備実現を基本としつつも、事業

費の減額見直しをすべきと思うが、市長に伺う。 

 

（２）幸手駅旧３番線の用地取得については、東武鉄道側から買ってほ

しいと云われたのが始まりと記憶しているが、いかがか伺う。 

 

（３）旧３番線用地内の移設が必要な物件は何点有り、又その移設金額

を個々に伺う。 

 

（１）市長選挙公約の中に、土地区画整理事業がなかったが、推進の考

えに変わりはないか市長に伺う。 

 

（２）国の交付金が予定どおりに出なかった場合の考えを市長に伺う。 

 

（３）交付金減額の影響が区画整理事業にかからないように、逆に駅舎

整備の見直しを行い、その分を区画整理事業に充当することによ

り、工期を少しでも短くすべきと考えるが市長に伺う。 
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４ 災害対策の推進について 

（４）当該事業は、地域内の安全の確保と幸手久喜線の拡幅整備により

優良な住環境を作ることで相違ないか市長に伺う。 

 

（１）９月の関東・東北豪雨により、幸手市でも大きな被害が出た。市

として抜本的対策が必要と考えるが市長に伺う。 

 

（２）対策の１つとして、中５丁目北側と緑台の倉松川沿いに遊水池を

設けると共に、ポンプによる強制排水施設が必要と考えるが市長に

伺う。 

 

（３）災害時の広域避難対策として、近隣市町（久喜市、杉戸町）と事

前に協議し、お互いに公的に指定した施設が使えるようにしておく

必要があると考えるが市長に伺う。 

 

１２ ６ 松 田 雅 代 １ 市長公約と財政問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市長は市長選挙期間中、市民に対し、「５年前に５０億円だった

地方債は３８億円になり、１３億円だった基金（市の貯金）も今は

３２億円ある」と説明したとの新聞報道がある。その真意、財政に

対する市長の認識を伺う。 

 

（２）市長公約各事業の詳細、計画、また財政的裏付けを伺う。 

  ・西地区の都市計画道路整備の推進 

  ・駅舎整備に併せた保育ステーションの設置 

  ・定住促進事業の実施 

  ・ふるさとハローワークの誘致 

 

（３）現在進められている行政評価導入事業の進捗状況を伺う。 
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２ 治水対策について 

 

 

 

 

 

 

３ 免許証返納者に対するサポー

ト体制について 

（１）平成２６年度より県との間で「河川・下水道事業調整協議会」が

設置されている。浸水被害の原因究明と対策の検討状況を伺う。 

 

（２）総合的な水害対策は幸手市総合振興計画でも重点施策となってい

る。倉松川や大中落の遊水施設設置や排水設備の強化に緊急に取り

組むべきと考えるが、市の考えを伺う。 

 

（１）最近、高齢者の運転ミスによる重大な事故が新聞等で報道されて

いる。そのような痛ましい事故を未然に防止するため、免許返納者

に対するサポート体制の構築が急がれる。幸手市の免許証返納者の

増加をどう見込んでいるのか伺う。 

 

（２）高齢者の免許証返納サポートに取り組むべきと考えるが、市の対

策を伺う。 

 

（３）また､今年度１０月からデマンド交通システムを導入したが､この

システムでどの程度高齢者の移動の代替が可能か。見通しを伺う。 

 

１３ １４ 武 藤 壽 男 １ 市長選挙の結果に対する評価

について 

 

 

 

２ 市長公約の第２ステージの約

束について 

 

 

 

（１）６１票差と無効票１６７票の結果をどのように受けとめているか

伺う。 

 

（２）この結果を踏まえて今後の市政運営について伺う。 

 

（１）７項目の活性化プランについて伺う。 

 

（２）７項目の子育て教育プランについて伺う。 

 

（３）６項目の健康福祉プランについて伺う。 
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３ 市長の財政認識について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 平成２６年度決算の不認定に

ついて 

（４）４項目の安心安全プランについて伺う。 

 

（５）８項目のいきいき生活プランについて伺う。 

 

（６）これらの事業の工程について伺う。 

 

（７）総事業費と財源について伺う。 

 

（１）地方債の考え方について伺う。 

 

（２）基金の考え方について伺う。 

 

（３）現在の幸手市の財政状況をどのように捉えておられるのか伺う。 

 

（４）今後の財政見通しについて伺う。 

 

（１）市長の見解を伺う。 

 

（２）幸手市都市公園等指定管理業務の市長の評価を伺う。 

 

 


